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例 仁1

1.本書は、 2014（平成26）年度に富山県小矢部市教育委員会が、国庫補助事業として実施し

た市内遺跡発掘調査等事業の概要報告書である。

2.調査は、小矢部市教育委員会が実施した。ただし、桜町遺跡（4）は有限会社毛野考古学研

究所に、同遺跡（7）は株式会社エイ・テックに、日の宮・道林寺遺跡は株式会社太陽測地社

に業務支援を委託した。担当は次のとおりである

調査事務：大野淳也（生涯学習文化課主任）

現地調査常深 尚（惰）毛野考古学研究所富山支店）：桜町遺跡（4)

岡田一広（株式会社エイ・テック）：桜町遺跡（7)

中山優子（株式会社太陽測地社）：日の宮・道林寺遺跡

大野淳也：上記以外

3.現地調査の作業員は、 （相富山県シルバー人材センタ一連合会から派遣を受けた。

4.本書の編集・執筆は基本的に大野が担当したが、桜町遺跡 (1）については常深氏に、同遺

跡（7）については岡田氏に、日の宮・道林寺遺跡については中山氏に執筆を依頼した。

5.土層の色調については『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著、 1967）に準じている。

6. 出土遺物及び記録資料は、小矢部市教育委員会が一括して保管している。
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事業 の概 要

26年度の概要

2014 (H26）年度に小矢部市内において実施した埋蔵文化財の発掘調査等は16件である。う

ち2件は事業主負担で実施した本発掘調査で、市内遺跡発掘調査等事業として国庫補助を受けて

実施した発掘調査等は試掘調査14件である。このほか、工事立会 l件に対応した。開発行為の

事前協議、民間・個人による小規模開発、農地転用・農業振興地域除外申請に伴う問い合わせ等

は合わせて70件あまりあった。

調査の原因は、開発行為別にみると、個人の住宅建設、携帯電話基地局設置、店舗建設、公共

事業に伴うものなどがある。事業の原因者は、個人5件、民間事業所7件、公共団体3件である。

特に今年度は、東部産業団地内でのアウ トレットモール開業を翌年に控え、周辺の桜町・西中野

地内での民間事業所による商業施設建設や県道拡幅、住宅移転などに伴う関連した開発が多く、

桜町遺跡において8件の試掘調査と 2件の本発掘調査を実施した。

以下、調査種類別に各々の調査について概要を報告する。試掘調査の結果については本書次項

で報告する。

本発掘調査

本発掘調査は、市街地北方にある桜町遺跡内で国道8号バイパスを挟んで南北2ヶ所で、実施し

た。南側の調査区は民間商業施設の建設に伴うもので、本書収録の「桜町遺跡（4）」の試掘調

査の結果に基づき、構造物の建設が予定される4,841.98m'の範囲について事業主負担により本発

掘調査を実施した。国道北側の調査区は道の駅メルヘンおやべの敷地内で、同施設設置時に緑地

帯として盛土により遺跡の保護が図られた部分のうち654m'の範囲について、駐車場の拡張に伴

い事業主（市）負担により本発掘調査を実施した。

両調査区の聞に位置する国道敷地内、および道の駅敷地内においては、過去に本発掘調査が実

施され、奈良・平安時代を主体とする集落跡が確認されている。今回の2件の本発掘調査におい

てもその続きとなる遺構や遺物が検出されているが、その詳細については現在整理作業中であり、

平成27年度中に別に報告書を刊行する予定である。

工事立会

工事立会は、県指定史跡となっている若宮古墳の指定地外で行われた墓地造成に伴い実施した。

既に林地として過去に削平を受けた部分で、遺物等は確認されなかった。



市内遺跡発掘調査等事業一覧

遺跡名 所在地
調査対象面積

調査種別
現地調査等

調査 結果 調査原因No. 
（掘削面積） 期 間

法楽寺西中野
687ぱ

1 桜町遺跡 (1) 入会字道島 試掘調査 26.5.22 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設

1 1外
(1 Om) 

桜町遺跡（2)
宇治新字大西 965ぱ

試掘調査 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設2 26.5.22 
島889-1外 (10ぱ）

3 桜町遺跡（3) 
西中野字坂東 1,0101.48ぱ

試掘調査 26.6.18 遺構、遺物確認されず。 県道改良
834 1外 (17ぱ）

掘立柱建物、溝、 土坑、

桜町字産回 13 952.80ぱ
柱穴（古代）検出。

4 桜町遺跡（4) 試掘調査 26.7.3～31 弥生土器、土師器、須恵 商業施設建設
1278 1外 (510ぱ）

器、土馬、土師質土器出

土

桜町遺跡（5)
西中野字古田 2,739.92rrl 

試掘調査 26.7.29 遺構、遺物確認されず。 産業団地造成5 
901 1外 (30rrl) 

桜町遺跡（6)
西中野字庭植 747ぱ

試掘調査 遺構、 遺物確認されず。 個人住宅建設6 26.8.8 
394 1外 (10ぱ）

井戸・溝（古代、近世）、

桜町遺跡（7)
西中野字坂東 9,829.65ば

試掘調査
柱穴（古代）検出。

商業施設建設7 26.11.4～27 
499タト (703.5凶） 土師器、須恵器、珠洲焼、

伊万里焼出土。

日の宮 ・道林寺遺
26.12.24 

8 蓮沼771外
7,505ぱ

試掘調査 遺構、遺物確認されず。
太陽光発電

～ 
跡 (200ぱ） 施設設置

27.1.8 

桜町遺跡（8) 
西中野字小三 15ぱ

試掘調査 遺構、遺物確認されず。
携帯電話

9 
(15rrl) 

27.2.14 
基地局建設昧前6311 

後谷字日焼 264.95rrl 
遺構、遺物確認されず。10 後谷条里遺跡 試掘調査 27.3.9 個人住宅建設

900 8 (4ぱ）

20ぱ
遺構、遺物確認されず。

携帯電話
11 埴生上野遺跡 埴生1871 試掘調査 27.3.9 

(3ぱ） 基地局建設

蟹谷条里遺跡 平桜6419-2
499ぱ

試掘調査 遺構、 遺物確認されず。 作業所建設12 27.3.9 
(3rrl) 

田川字前田 16ぱ
遺構、 遺物確認されず。

携帯電話
13 田川条里遺跡 (1) 試掘調査 27.3.16 

3175 1 (4ぱ） 基地局建設

496rrl 
土地改良

14 田川条里遺跡（2) 田川70482外 試掘調査 27.3.16 遺構、 遺物確認されず。 総合整備
(3ぱ）

（用水路改修）
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桜町遺跡（4)

図1 調査位置図 （1:5, 000) 

1. 調査の概要

今回の調査は店舗開発に伴う試掘調査であり、現地調査は7月3日から30日にかけて行なっ

た。幅 lm、長さlOmの試掘トレンチを50本設定し、重機により表土を掘削、人力によって平

断面の精査を行なった。最大掘削深度はlOOcm、掘削面積は合計510.00ばである。

基本層序は図3のとおりである。調査対象地の北西部は微高地、北東部から南部にかけては低

図2 卜レンチ位置図 （1:2,500)
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地が広がっている。微高地では遺構検出

面の咽層を地山として、その上に遺物包

含層であるV層が堆積する。 V層は古墳

時代から平安時代にかけての遺物を含み、

とくに奈良時代のものが多い。低地部

三三ミご＼ II 

VIII 

（微高地）

VI 

IX 

では遺物は少なくなり、 V層の下にVI. （低地）

刊層の堆積があり、区層が遺構検出面

となる。28TではVII層中から弥生土器

が出土している。

I層水田耕作土

E層水田床土
E層 褐灰色シノレト質土
W層 褐灰色シノレト質土
V層 H音褐色シノレト質土
VI層褐灰色粘土
VII層階褐色粘土
V置層 青灰色～灰白色砂質土
IX層青灰色～灰白色粘土

図3 基本層序模式図 （1:20) 

2.遺構

調査対象地北西部の微高地を中心に掘立柱建物・溝・土坑・ピットが検出された。

掘立柱建物は22Tで3基のピット列を確認したもので、 2×3間程度の南北棟であろう。過去

の調査における軸方位からは奈良時代と推定される。柱穴は50～60cmの規模で、柱問距離は1.6

～1.7mを測る。 18Tでは方形の柱穴内に柱根が遺存し、掘立柱建物の可能性がある。

溝は約40条検出された。北西から南東方向を指向するものが多く、調査対象地南側の低地へ

向かっている。溝の幅は最大5.3mを測り、蛇行するものもある。国道8号線小矢部バイパス調査

，葺

区一 ，蕎

l、＼膏？ぇ月ヲ司I:" 
三当ミ三三三二三三r22T北壁旦27.凹m

可二二与三
VO 
一一＝＝＝ニ＝

ーすζ弓三三共ζ手圭三~ 39T ~t壁
寸

。

11T 

5m 

図4 11T • 18T・22T・28T・39T平断面図（1 100) 
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の溝SDlO・11などに連なるものと考えられる。これらと直交する方向の溝は西側で小規模なも

のがみられるだけで、建物の区画溝などであろうか。溝の時期は検出面の遺物からすれば飛鳥時

代から平安時代である。一方で41・44Tで検出された南北溝は同ーの溝と考えられる。この溝

の周辺（39・40T付近）における断面観察では、 V層が下のVI層を鋤き込む様子が観察された。

またVI層の一部では畔状の高まりがあり、 41Tでは南北溝の脇でも高まりが確認され、南北溝を

境にV層下面の標高が東西で異なっていた。これらの状況から、周辺にV層を耕作土とする水田

遺構が広がっていた可能性がある。ただしVI層にみられた畔状の高まりは、旧地表面としての畔

ではなく、耕作による撹枠を免れた畔の基部がわずかな高まりとして検出されたものであろう

（擬似畦畔）。当時の水田面はすでに失われてしまっている。上位のill・N層には中世遺物が含ま

れないことから、水田遺構の時期は古代であると考えられる。南北溝は水田遺構に伴う用水路の

可能性が考えられる。

18T柱根検出状態（南から） 34T北壁土層断面（南から）

11T遺構検出状態（北西から）

22T遺構検出状態（東から）
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3. 遺物

出土遺物は弥生土器、古墳時代から平安時代の土師器・須恵器、中世の天目茶碗・播鉢、士製

品（土馬・輔羽口）、石器（スクレイパー）などがある。

1は弥生時代終末から古墳時代初頭の費である。この時期の遺物は少なく、 5Tで有段口縁棄

が出土した程度である。 2～4は古墳時代の土師器である。 2は後期の杯で内面黒色処理である。

3は前期の赤彩された高杯（口径19.Scm）、 4は小型の嚢である。この時期の遺物は東寄りの低

地部に散在する。 5～11は飛鳥時代から平安時代の士師器である。 5は内外面を赤彩した奈良

時代の杯、 6は平安時代の椀である。 7・8は奈良時代の高杯である。 8は内外面に赤彩を施す。

9は飛鳥時代の費である。 10は奈良時代の嚢、 11は奈良時代の鍋で、内面にカキメが残る。古

代の士師器杯類の出土は少なく、また土師器嚢はハケ調整を施す飛鳥時代の奮が主体であり、奈

良時代から平安時代のロクロ嚢は少量である。 12～28は飛鳥時代から奈良時代の須恵器である。

12は飛鳥時代前期、小さいカエリの付く 13は飛鳥時代後期の蓋である。 14～16は奈良時代の蓋

で天井部はヘラケズリである。 17～24は奈良時代前期から中期の高台杯である。 19は底径12.2

cmの大型品で、体部に沈線が廻る。 18の底部外面と24の底部内面には直線状のヘラ書きがある。

25・26は奈良時代中期の杯である。27は奈良時代の長頚瓶の底部、 28は曹の口縁部である。須

恵器の出土量は多く、奈良時代のものが主体、飛鳥時代・平安時代のものは少量である。 29は

中世の土師質土器の播鉢である。口縁部内面に凹線があり、 7条1単位の卸目が施される。中世

の遺物は表土から少量出土し、ほかに 2Tから天目茶碗の小片が出土している。 30はllTから出

土した士馬の脚部である。径3.2cm、長さ10.0cmである。 llTからは土馬の胴部片も出土してい

る。このほか47Tで凝灰岩系のスクレイパーが出土している。

3.まとめ

今回の調査では、バイパス調査で検出されていた飛鳥時代から平安時代の集落が、調査対象

地北西側の微高地まで広がることが確認された。 32T・34T付近がその南限となるようである。

1987年度調査区で数多く検出されていた溝の延長も確認され、溝の西側にも掘立柱建物が存在

する様子も窺われた。溝の周囲ではllTで士馬の胴部と脚部が出土したから、集落内で水辺の祭

記が行われたことを示している。 1985年度調査区からも土馬が出土しており、時期は平安時代

とされている。北東部から南西部には低地が広がっている。このうち北東部19Tから37Tにかけ

ては、溝ないし土坑が散在し掘立柱建物が広がる様子はなく、包含層中の遺物もごく少量であっ

た。しかし28TではV層から古墳時代前期の土師器、 VI層中から弥生時代終末期の弥生土器が出

土し、微高地とは異なる遺物の様相があることは注意される。南東部の39T・42T・46T付近で

は、前述の水田遺構が存在した可能性があり、北西側の微高地から延びる溝はここへの配水を意

図したと考えられる。時期の最も古い溝が判明すれば、開田時期を探る手掛かりとなろう。なお

42T・43Tは過去の調査で検出されていた道路状遺構に最も近い場所であったが、そのような痕

跡はなく、道路状遺構は現道の下に存在するようである。南西部の47T～50TではV層以下に未

分解の植物を含む泥炭質土が堆積し、湿地帯であった様子が窺われた。
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桜町遺跡（7) 

1.調査の概要

第1図調査位置図

(1 5, 000) 

今回の調査は農地転用に先立つ、試掘調査である。今回の調査対象面積は9,800m'で、調査面

積は703.5rrlである。調査期間は平成26年11月4日から11月27日の実働16日で実施した。

本調査地区は遺跡の中央北側に位置し、標高は約25mである。調査は幅l.Omの試掘トレンチ

を東西方向に40本設定した。重機によって表土および堆積士を掘削し、最大掘削深度は130cmで

ある。

基本層序は、 I層；褐灰色粘土質シルト（水田耕作土）、 E層；灰黄褐色粘土質シルト（遺物

包含層）、 E層；黒褐色シ

ルト質粘土、 W層；黒褐色

粘土（遺物包含層）、 V層；

青灰色粘土層（地山）であ

る。

E層を掘り込みE層を覆

土とする溝の断面を確認し

たので、 E層上面に上層遺

構検出面が存在する。なお、

E層は植物の根に由来する

鉄分が多量に含まれること

からE層は水田耕作士であ

ると推測できる。 T28で木

桶を井戸側とした近世の井

戸を検出し、この井戸の覆 第2図 トレンチ位置図（1 2, 000) 

9 
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土がE層であることから、 E層は近世以降の堆積である。E層から遺物は出土しなかったが、層

序から中世以降の堆積と推定する。N層は古代の遺物包含層で8世紀前葉の須恵器杯蓋が出土した。

2.遺構

近世の遺構は井戸・溝を検出した。井戸はT28で検出し木桶を井戸側とする。溝は、 TlO・T

17・T20・T23・T26・T32・T33・T35・ T36・T40の断面で検出した。南北方向に走る溝で、

T20の南側周辺で分流すると推測する。

古代の遺構は町層を覆土とする遺構で、井戸・流路・溝・ピットを検出した。井戸はT15で直

径約2mの円形の掘り方で2基検出した。流路は東西方向に走る溝でT9で南岸、 TlOで北岸を

検出した。 T4・T13・T14・T16でピットを検出した。平面形は円形の他に、隅丸方形となる

ものもあることから、掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

3.遺物

I層ではT29から伊万里、 E層ではT14・T32から珠州、 W層ではT3・Tllから土師器・須

恵器が出土した。1は須恵器の杯蓋でつまみは宝珠形で、口縁部内面に返しを持つ。時期は8世

紀前葉である。2・3は珠洲の壷・嚢類の胴部片である。

4. まとめ

T19からT21より北側で古代の遺構を検出した。本調査対象地区の西側には古代北陸道が検出

されており、また周辺には井戸や掘立柱建物などの古代集落が確認されていることから、本調査

対象地区の北半部は桜町遺跡の古代集落の一部に該当するであろう。

で三ミι~~
¥/18月hz, ~ T 霊1Fil
1 褐灰色シノレト質粘土、灰白色粘土3%吉む

2 黒褐色粘土

第3図 T15平断面図（1: 100) 

4隆
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第4図出土遺物（1:3) 
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II ・ ill ・ N ・ Va ・ Vb層の水平堆積を確認している。 T5・T6・T7・T9・TlOでは、盛

土の下層においてそれぞれ刊・咽・医層を確認した。これらの層の確認面の標高が周辺の田面の

標高に近いことや、刊層に近現代の土管破片を含むことから、旧表土面の上にグラウンド造成士

を盛って整地を行ったものと考えられる。なお、 T9のやや高い位置でVI層を検出している。盛

土の一部である可能性もあるが、旧表土面が部分的に削平されている可能性もあるものと思われ

る。調査対象地の土壌が軟弱で、湧水による壁面崩落が激しいことに加え、工事の際に埋蔵文化

財を保護するための一定の厚さの土層を確保できると判断されたことから、遺構面の確認は行わ

ず、旧表土面を確認するに留め、それより下位の掘削調査は行わなかった。

T5  
5 ” N 

’ 37. OCm 

＼ 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一！？一一 ／ 

ー
し
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刊
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I
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川

s

一一一
I にぶい黄櫨色（IOYR7/4）砂置土盛土
Il. 浅黄色（2.5Y7/3）粗砂盛土
ill. 黄褐色（2.5Y5/3）砂利粗砂多く吉む盛土
N. 褐色（IOYR4/4）砂質土石ゆl～!Ocm中量吉む盛土
Va. にぶい黄色（2.5Y6/4）細砂石φ0.5～Zrn少量吉む盛土
Vb.灰色（IOY4/I）細砂石ゆ0.5～2c田少量古む盛土

図3 T5・T9・T10断面図（1 150) 

遠景（東より）

. ，也、y
, 

T9 最下層検出状況（北東より）
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y, 

宮寸官官
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当主三
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N
一山
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v, 

‘育、官

VI. 灰色（5Y4/I）粘質士細砂多量含む盛士か旧表士か
VII. 黒褐色（IOYR3/I）粘置土石ゆ1～5c畑中量吉む木片少量吉む士管破片含む旧表士
VII. 黒褐色（2.5Y3/I）粘置土旧費士
政 灰色（10Y5/I）組砂田表土 0 5m 

T7 掘削状況（北より）

T10 最下層検出状況（南西より）
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ふりがな ふりがな コード 北 緯 東経 調査対象

遺跡
。，，， 。，， w 調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 面積（ぱ）
番号 世界測地系 世界測地系

おやべし
小矢部市 20140703 

桜さくら町ま遺ちいせ跡き(4) 桜さくら町まち字あざ産さんで田ん 16209 021 36' 41’1 7" 136' 52’25" ～ 13, 952. 80 商業施設建設
ほか 20140731 

1278 1外

おやべし
小矢部市 20141104 
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小お矢や部ぺ市し

20141224 
は蓮すぬ沼ま 16209 057 36' 39’04" 136。51’16" ～ 7, 505 

太陽光発電
道どう林りん寺じ遺いせ跡き

77-1外 20150108 
施設設置

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

桜町遺跡（4) 集落 古代
掘立柱建物、溝 弥生土器、土師器、須恵器、土馬

土坑、柱穴 土師質土器

桜町遺跡（7) 集落 古代 井戸、溝、柱穴 土師器、須恵器、珠洲、伊万里

日の宮 ・
集落 中世 なし なし

道林寺遺跡
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